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この書は，“ Antibioticsand Chemothe1'apy"のシリーズのひとつ (vo118) 
として“ Chemotherapyunder specia1 conditions"の論文を集録している。
内容は Antibacteria1 chemotherapy in rena1 insufficiency; Antibiotic 
therapy of infections in patients undergoing cancer chemotherapy; An-
tibacte1'ia1 the1'apy under phecia1 condition: Pediatrics; The chemo-
therapy of p1asma cell mye10ma and 1'e1ated diso1'de1's; Pha1'macokinetics 
of the antibacteria1 combination su1famethoxazo1e p1us trimethoprim il1 
patients with no1'ma1 01' impai1'ed kidney functiol1; Diabetesの6項目よ
り構成されている。それらの要旨を略述する。腎不全時の抗生物質および化学療
法においては，腎を主要な排世経路とする抗生物質の血中濃度を腎機能障害度別
に検索し，この際の腎ならびにそのほかの臓器に及ぼす毒性にも言及し，さらに
透折療法時の使用に際しての注意事項として，血清蛋白との結合状態， dia1ysance 
につき述べ，続いて各種抗生物質別に腎不全時の蓄積，副作用につき詳細に述べ
ている。癌患者の抗生物質療法においては，患者側の感染防禦機序に破綻がみら
れ，さらに抗腫虜剤の使用も関連して，易感染状態にあるから，細菌，真菌， ウ
イノレス感染のいずれもが重篤な経過をたどり易く，とくにグラム陰性菌感染症に
対する治療は困難で，現在，まづ carbel1icillinと cepha10thin の併用が行な
われ，さらに gentamycinも使用されるが好中球減少時には奏効し難いとされ，
また真菌感染症に対してもより強力で副作用の少ない薬物の出現が期待される。
小児に対する抗生物質療法の注意事項として，とくに胎児および新生児に及ぼす
悪影響(奇型，核黄痘など)を述べ，代謝，排他の特殊性，体内分布の状態など
に言及している。骨髄腫の化学療法に関しては，本症の特有な病変に加えて，抗
体産生機序の破綻，さらに種々の合併症をみることより，その治療には十分な成
果がみられない現状であるが， 抗腫虜剤の併用療法として， ステロイド， me1-
pha1an，cyclophosphamide 3者併用を当初より試みるのも比較的有効な治療法
である。最近注目されている抗菌性薬剤である su1famethoxazo1e(SMZ) + 
trimethop1'im (TMP)の腎機能障害時の適切な使用法が検索されている。すな
わち，クレアチニン，クリアランス (Ccr)が 25m1fmin以上の場合は，健常な
成人の標準使用量 (SMZ 800 mg+TMP 160 mg)を 12時間ごとに使用可能で
あるが， Ccrが 25""15m1fminの場合は， 当初 3日間は上記の標準使用量を 12
時間ごとに，呈それ以後は 24時間ごとに使用する。 Ccrが 15m1fmin以下とな
れば， 血液透析施行の際に限り， 成人の標準量が 24時間ごとに使用可能である
が，そのほかの場合は血凝(血清)SMZレベルを考慮して， 慎重に使用すべき
であるという。
終りに，精尿病の感染症合併時の対策が述べられ，この際の感染症は一般に広
範かっ重篤であり， さらにその助長因子として，糖尿病性血管障害(とくに腎
症)，神経障害があげられる。従って，その対策としては，適応した抗性物質を
選釈し，速やかにかつ強力に使用する必要があり，これに加えて代謝障害の適切
なコントロールも不可避な条件となる。
以上のごとく，この書は特殊な病態時の抗生物質ならびに化学療法につき広範
な文献を集録して総説し，内科，小児科領域の臨床に稗益するところが大であ
る 。(東条静夫)
〔千葉医学 51，52，1975) 
